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＜病棟連絡事項＞
＜入院・入室状況＞
【入院】
・竹林　忠志様～東病棟Bユニットへ任意入院となる。

【転出】
・篠　竜治様～西病棟Bユニットへ転出となる。
＜患者様連絡事項＞
・青木　文男様～臨時薬中止。

・中山　真由美様～ハップスター処方となる。

・佐々木　雅猛様～本人から退院希望きかれている事を主治医へ報告。診察の結果9/1　14：00で退院許可有り。退院指示、退院処方済。

・鈴木　徳美様～持参薬8/31～当院切り替え済み。

・安達　貴浩様～胃痛時つくしAM散10回分処方となる。

・東野　愛様～ゼプリオン100mg指示受け済み。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつ開放観察実施。迷惑行為頻回、スタッフ介入にも止められず。自室へ誘導し説明後施錠。時間早めて開放観察終了する。引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・袴田　将志様～20：00～6：00　時間隔離中。やや多弁で内容は妄想的だが、興奮なく経過。
引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・和田　昌様～終日隔離中。動作緩慢・発語不明瞭で臥床傾向。興奮なく経過。
　　　　　　　　引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処
遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・泉山　昌康様～終日隔離中。入浴時一時開放したが、問題行動ない。的外れな言動や興奮なく静穏に経過。
引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

・青木　昭弘様～身体拘束中。各食時・10：00～14：00　身体拘束一時解除して開放観察実施。他者が思い通りに行動しないと粗暴的になったり、声を荒げる。介入すると腕を噛んで傷付ける行為がある。持参の私物を持っていると少し落ち着いている。再拘束の拒否はない。
引き続き精神症状や身体症状の変化に注意して観察を行い、早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。

＜要注目患者様＞
・北山　友子様～体温36.9℃、脈拍122回/分、血圧92/62mmHg、酸素飽和度97-100％（酸素1ℓ）。呼吸数20回/分。痰絡みあり、吸引し白色粘稠痰多量に引ける。吸引後痰絡み消失、吸引時抵抗無し。

・中村　和夫様～手指振戦持続、その他発汗、幻視、幻聴等アルコール離脱症状無し。

[bookmark: _GoBack]・竹林　忠志様～手指振戦、その他アルコール離脱症状無し。飲酒やアルコールに関する訴え無し。

＜新入院患者様情報＞
日　　時：令和4年8月30日　12：24　
　氏　　名：竹林　忠男（たけばやし　ただお）様
　生年月日：昭和32年1月9日　65歳
　病　　名：アルコール依存症
　性　　別：男性
　主 治 医：小柳Dr.
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Dユニット

　＜経過＞
　H15年9月1日に湊病院初診、アルコール依存症の診断で3ヶ月程入院歴あり。H17年4月14日には知的障害の診断も受けている。　痛風と高血圧の診断も受けており同院への通院を継続していたが担当医師との関係性が悪くなりR2年11月20日で通院を中断。
55歳頃までは自衛隊に勤務していた。現在は年金と生活保護を受給しながら月10万円程で生活しているが、お金は全てお酒に使い公共料金等の支払いが滞っている状態。R3年3月に母親が亡くなってから飲酒量増加し、半年に1回程市民病院に救急搬送されることもあった。R4年5月22日には建造物に侵入し電気を盗んで逮捕されており、7月29日に釈放されている。断酒意志の有無について入院での治療になること説明し、同意いただいている。アルコール治療プログラム導入のため、令和4年8月30日東病棟Bユニットへ任意入院となる。

